
30 April 2020　　Volume 27　　Number 3

ＣNSCA JAPAN
Volume 27, Number 3, pages 30-38

世界レベルのサッカー選手を育成する：
イングランドプレミアリーグチームの
アカデミーによる身体育成プログラム
Developing World-Class Soccer Players: An Example of the Academy Physical 
Development Program From an English Premier League Team

Desmond Ryan, M.Sc.　　Colin Lewin, B.Sc.（Hons）　　Shad Forsythe, M.S., ATC, CSCS
Alan McCall, Ph.D.
Arsenal Football Club, London, United Kingdom

要約
　エリートサッカーにおいてユース
アカデミーの役割は、世界レベルの
選手を生み出すことである。これに
は、技術、戦術、精神、身体の様々
な特質に狙いを定めた、数多くの重
要な因子の育成が含まれる。その中
でスポーツ医科学分野の役割は、将
来を嘱望される若い選手の身体育成
を至適化することである。選手の育
成が多面的である以上、スポーツ医
科学分野もユースアカデミーに適切
に統合されていることが不可欠であ
る。本稿では、世界最高クラスのサッ
カークラブにおける、スポーツ医科
学部門の目的、方法、運営について
概説する。
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かかわる（19）。国際オリンピック委員
会（IOC）が雄弁に語るように、「ユース
アスリート育成の目的は、健全で、有
能で、レジリエンス（ストレスに適切に
対応する能力）のあるユース選手を育
成することである」（4）。
　アスリートの身体育成における枠組
みは柔軟であるべきであり、質の高い
最新の研究に裏打ちされた最良の実践
と経験を組み合わせて利用しなければ
ならない（4）。競技パフォーマンスに関
する研究文献は指数関数的に増加して
いる。しかしそれは、最良の実践とい
う大きな難問をめぐる情報の一角をな
すにすぎず、アスリートをサポートす
る専門職が、目下現場の環境で行なっ
ていることはあまり知られていない。
近年、エリート競技環境においては、
知識と経験を共有して互いから学び、
アスリートへのサポートを向上させ続
けなければならないと主張されている

（27）。そのような仕事はまた、ストレ
ングス＆コンディショニング（S&C）分

序論
　多くの競技と同じく、サッカーにお
ける才能発掘も、選手を育成する体系
的なプログラム（アカデミー）でのセレ
クションを通じて、才能の開花に向け
てプレー能力を発達させることから
始まる（26）。したがってユースアカデ
ミーは、サッカー選手の長期的育成に
とって不可欠な構成要素である（19）。
サッカー選手としての成功（エリート
の水準に到達し、プロチームとの契約
を獲得すること）には、トレーニング
歴や試合経験（14,15）、技術的スキル

（26）、運動スキル（8）、知覚的認知スキ
ル（29）、および個人的、社会的、文化的
因子（26）など数多くの因子が関与して
いる（14,15）。他の身体と関連した変数、
例えば傷害と無縁であること（26）、形
態学的特質（体格、体脂肪率など）、身
体能力／筋力に由来する特質（有酸素
性能力、最大スプリント能力、最大無
酸素性パワー、ジャンプ能力など）など
も、これらの予測因子と選手の成功に
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野が確実に前進し続けるためにも欠か
せない。
　したがって本稿の目的は、エリート
ユースサッカー選手の育成に関する知
識と経験を、読者と共有することであ
る。世界最高クラスのサッカークラブ
におけるエリートユースアカデミーの
活動に関する情報を提供し、科学的根
拠と最良の実践の組み合わせに基づ
く、スポーツ医科学部門による世界レ
ベルのサッカー選手の育成方法を示
す。

アーセナルFC：背景と哲学
　詳細事項に分け入り、経験と実践を
読者と共有する前に、クラブの背景と
哲学を伝えておくべきだろう。アーセ
ナルFCは、1886 年にイギリスのロン
ドンウーリッジ地区にあった王立兵
器廠（ロイヤル・アーセナル）の労働者
によって結成された。世界有数のサッ
カークラブのひとつであり、成功と革
新を重ね、財政的にも恵まれている。
1992 年のイギリスプレミアリーグ創
設以来、同リーグで戦うだけでなく、
ファーストチームはUEFAチャンピオ
ンズリーグにも 19 年連続出場してい
る。アーセナルは若い才能の育成をク
ラブの中心哲学として掲げ、ファース
トチームのレギュラー選手を数多く
輩出している。アカデミーはクラブの
未来を担い、ファーストチームの選手
を生み出すことに尽力し続けている

（12）。

アカデミー
　アカデミーの主な使命は、世界トッ
プクラスのユース育成プログラムを
提供することによって、選手として、
また人間として、各選手の成長を促す
ことにある。エリートレベルのトレー
ニングセンターは、ロンドンを本拠地

として2 ヵ所ある。ひとつは、U 9 ～
U 16 の約 150 名を対象として、学業指
導（臨時）、専門職の指導による自己啓
発、およびサッカートレーニングを提
供するものである。もうひとつはU 18
～ U 23 の約 50 名を対象として、自己
啓発支援とサッカートレーニングだけ
でなく、全日制の学業指導も行なう。
サッカーアカデミーは、課題を与えて
成長を促し、士気を高める環境を提供
することによってプレミアリーグに
おける未来の選手育成と成長を目指
す。プレミアリーグの規則によって、
すべてのクラブは選手を 3 つのフェー
ズに分割する。すなわち、9 ～ 12 歳
の基礎フェーズ、12 ～ 16 歳のユース
育成フェーズ、16 ～ 21 歳のプロ育成
フェーズである。才能あるサッカー選
手の育成が多面的であるのと同じく、
サッカーアカデミーも多面的構造を有
し、5 つの柱からなる（図 1 ）。図 2 にこ
れら 5 つの重要な柱の相互作用を示す
が、本稿では主としてスポーツ医科学
部門を取り上げる。

　スポーツ医科学部門は、ファースト
チームの選手を生み出すというクラブ
の目的を達成するために協働してい
る。最良の実践（我々の経験の結晶）と
科学的根拠（研究文献）に基づくアプ
ローチを組み合わせて、選手の身体能
力を育成し、レジリエンスを高めるこ
とこそがクラブの主たる目的でもあ
り、スポーツ医科学部門における努力
の目的でもある。この目的に従うこと
で、多くの選手が育ち、コーチングセッ
ションとサッカースキルの育成へ向け
て進むことが可能になる。ユースの競
技能力を育成するには、構造化された
長期的アプローチが必要である（13）。
そして、構造化されたアプローチは絶
対的な青写真として捉えるべきではな
く、個人のニーズに合わせて調整され、
トレーニング環境に特有のニーズに制
限されるプログラムとみるべきである

（4）。身体準備として、ストレングス＆
コンディショニングが適切に行なわ
れていれば、競技関連の傷害リスクは
低減し、高水準のパフォーマンスが達

図 1　フットボールアカデミーの部門構造

コーチング スカウティング

スポーツ医科学 教育／福祉

運営
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成され、維持される可能性が増大する
（4）。これが、世界レベルのサッカー選
手の育成を追求するスポーツ医科学部
門が実施する、アスリートの身体育成
の枠組みの基礎である。図 3 に、スポー
ツ医科学部門の多様な役割とサービス
を示した。

身体育成の枠組み
　2013 年、それまで利用されていた

「アスリート育成の枠組み」がアップ
デートされ、進化して、名称も「身体育
成の枠組み」に変更された。サッカーア
カデミーの専門職（アカデミーの代表、
サッカーコーチ、S&Cコーチ、栄養士、
心理学および医学スタッフ）が議論を
繰り返して得られた最終的な枠組みで
あり、もちろん（そして常に）クラブの
哲学に沿ってアカデミーのプログラム
に統合されている。最新版と銘打って
いるが、固定されてはおらず、新たな
知見や経験が得られるたびに絶えず見
直され、進化している。図 4 に身体育
成の枠組みについて概要を示した（以
下で詳細に説明する）。身体育成の枠
組みは、スポーツ医科学によるプログ
ラムの構築方法を示すだけでなく、コ
ミュニケーションツールとしても大い
に役立つ。いかなるプログラムも成功
を左右するのは、選手とコーチがその
プログラムをどの程度信頼するかであ
る。プログラムへの信頼を最大にする
ために、我々は常に「なぜ」そうするの
かを強調している。身体育成の枠組み
は、我々のアプローチと方法を、選手、
親、コーチなど、プログラム成功のカ
ギを握る多くの関係者に説明すること
に役立っている。
　身体育成の枠組みは「矢印型のアプ
ローチ」である。つまり、各段階の重要
な能力が達成されれば、できるだけ素
早く効率よく次のレベルに進ませてい

く。身体育成の枠組みは、優れた選手
になるために達成しなければならな
い 4 つの柱から構成されている。

機能的能力
　身体育成の枠組みに関して最初の重

要な構成要素は、「機能的能力」と呼ば
れる。これはあらゆる年齢層に適用さ
れ、すべてのプログラムデザインの出
発点となる。我々は、アスリートの身
体育成の基礎を確立することがきわめ
て重要であると考えている。機能的能

育成センター
プレアカデミー

個人プログラム

基礎フェーズ

ユース育成フェーズ

プロ育成フェーズ

ファーストチーム

コーチングの継続的提供
（コーチングプログラムに

従って）

継続的スカウティング
（チームのニーズに応じて）

継続的なスポーツ医科学の
知識のインプット

継続的な学業の監視

安全保護対策サポートの
実施

図 2　サッカーアカデミーの 5 つの柱の相互作用
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力の段階においては、様々なパフォー
マンステストによって、筋の柔軟性、
筋力のアンバランス、一般的な動作パ
ターンの習熟度を評価して、固有受容
感覚、筋の動員、および安定性に関連
する機能的欠損を発見する。さらに、
以前はファンクショナルムーブメント
スクリーン（FMS）を用いて説明されて
いた（6）、処方された運動パターンにお
ける痛みの程度も見極める。若いアス
リートにおける長期的な身体育成とパ
フォーマンスの安全および効率のため
には、動作に対する習熟が不可欠であ
る（20,28）。また、動作の習熟は傷害リ
スクも低下させうる（16,24）。ただしこ
れは、エリートクラスのサッカー選手
における傷害予測因子としては限界が
あるとみなされる（3,25）。
　標準的な 11 ヵ月のシーズンを通じ
て、アカデミーの選手は 1 年に 4 回の
評価を受け（プレシーズンの開始時と
終了時、シーズン半ば、シーズン終了
時）、S&Cコーチと理学療法士の協同
によって修正エクササイズプログラム
が作成され、実施される。選手の機能
的能力とテクニックが受容可能な適切
な水準に達したら、要求を高めても対
処できると判断して、上級のトレーニ
ング（筋力とパワーなど）へと漸進させ
る。身体育成の枠組みでは、20 のエク
ササイズと動作のスクリーニングをク
リアしなければ、望ましい水準に達し
たとはみなされない。FMSの動作だけ
でなく、スクワットなどの重要なエク
ササイズの習得も含まれる。我々のプ
ログラムにおいてU 9 ～ U 11 では、機
能的能力、基本的な動作スキル、マル
チスポーツ的な内容を軸とする。機能
的能力が望ましいレベルに達したら、
U 12 をストレングス＆パワートレーニ
ングへの漸進に適した生物学的年齢と
考える。

選手のプロファイリング
（マクロレベルとミクロレベルで）

実施者：全員
実施時期：年に 4 回

選手別の運動能力育成プログラムの提供

実施者：S&Cコーチ
実施時期：毎月

選手の機能スクリーニング

実施者：理学療法士とS&Cコーチ
実施時期：年に 4 回

修正エクササイズプログラムの提供

実施者：理学療法士とS&Cコーチ
実施時期：毎月

選手の身体能力テスト

実施者：S&Cコーチ
実施時期：年齢層により年に 3 ～ 4 回

傷害モニタリングと検査

実施者：理学療法士
実施時期：毎日＆四半期に 1 回

選手の成熟度評価

実施者：理学療法士とS&Cコーチ
実施時期：年齢層により年に 4 回

選手の精神的スキル、幸福、精神的健康の定期的
スクリーニングとプロファイリング

実施者：自己啓発＆心理学担当者
（スポーツ医科学、福祉、安全保護対策部
門と協力して）

実施時期：毎週＆四半期に 1 回

各選手の作業負荷のモニタリング

実施者：理学療法士とS&Cコーチ
実施時期：毎週

栄養学、生活スタイル、生活スキル、自己啓発、
パフォーマンス心理学に関する教育

実施者：ユースアカデミー自己開発＆心理学の責
任者、栄養士、教育責任者

実施時期：毎週

各選手のトレーニングに対する準備の
モニタリング

実施者：理学療法士とS&Cコーチ
実施時期：毎週

スポーツ医科学の役割と提供するサービス

若い選手の身体育成に対するアーセナルアカデミーのアプローチ

機能的能力 動作スキル
統合された

コンディショニ
ング

計画とピリオダ

イゼーション

図 4　スポーツ医科学による身体育成の枠組み

図 3　スポーツ医科学の役割と提供するサービス
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動作スキル
　この段階の焦点は、サッカーフィー
ルドにおける動作効率を評価し、発達
させ、修正することにある。機能的能
力と基本的な動作スキルとの違いは、
前者が可動性と安定性にかかわる動作
やエクササイズの能力を焦点とするの
に対して、後者は加速やジャンプなど
の動作を焦点とすることにある。上級
のスピードとパワーを用いた活動へ進
むには、これらの動作の習熟がある水
準に達している必要があるからであ
る。動作スキルは 2 つの異なる、しか
し関連するカテゴリーに分けることが
できる。すなわち、（a）基本的動作スキ
ルと（b）フィジカルリテラシーである。
我々はこの 2 つのカテゴリーを次のよ
うに定義している。基本的動作スキル
とは、ウォーキング、ランニング、ジャ
ンプ、スローイング、キャッチ、キック、
バランスなどの基礎的な動作スキルを
指す。一方、フィジカルリテラシーと
は、アスリートが自分の身体、移動、物
体を適切な方法で制御し、自信をもっ
て適用する能力を指す。基本的動作ス
キルもフィジカルリテラシーも、アカ
デミーの枠組みにおいては重要な分野
である。特に、適切な漸進は育成の初
期段階で達成されることが判明してい
るため、若年層においては重要である

（14）。基本的動作スキルの育成におけ
る成功は、安全で楽しい環境において
正確な動作パターンを習得するために
不可欠である。これは、続く段階にお
いて複雑な競技動作スキルを安全かつ
効果的に実施することに役立つ（20）。
選手が適切な水準の動作スキルを習得
したら、上級のスピードとパワーのエ
クササイズへと漸進することができ
る。機能的能力の場合と同様に、選手
が次の段階に進んだ後も、動作スキル
を絶えずモニタリングしてパフォーマ

ンスの退行が起きないように注意を払
うべきである。

統合されたコンディショニング
　身体育成の枠組みの第 3 段階は、統
合されたコンディショニングを焦点と
する。統合されたコンディショニング
とは、身体育成方策をサッカーに特異
的な背景へ組み込むことを指す。クラ
ブはテクニック的に優れた選手を求め
ている。したがって、サッカーコーチ
もテクニック面の責任者も、身体的な
目標を確実に達成する一方で、特異的
なコンディショニングドリルはできる
かぎりサッカートレーニングや試合で
のプレーを背景として行なわれるべき
であると考えている。つまり、選手の
持久力／身体能力のコンディショニン
グは試合と密接に関連する活動を利
用して行なわれるべきであり、その内
容は、場合に応じてサッカーコーチに
よって、あるいはサッカーコーチとの
密接な連携において実施されるべきで
あり、特異性と過負荷を詳細にモニタ
リングする必要がある。実際、目的に
合わせて設計されたスモールサイド
ゲームなどの特異的なサッカードリル
は、若年サッカー選手における試合関
連の変数に優れた結果をもたらすであ
ろう（5）。逸話的ではあるが、サッカー
競技や我々の経験においては、コン
ディショニングドリルがサッカーに特
異的な背景へ組み込まれると、やる気
とコーチのコンプライアンスが高まる。
この段階に至ると、選手はプロフェッ
ショナルアカデミー（U 18 以上）の年
齢に達するため、低年齢層では早期の
専門化を避けるために強調しなかっ
たトレーニングの焦点化が高まる。
個々の選手における身体的な弱点を
ターゲットにする「個人的な身体向上
計 画（Physical personal improvement 

plans）」が、通常のサッカートレーニン
グセッションの最後に、テクニック面
の責任者とサッカーコーチの連携にお
いて実施される。この個人的な身体向
上計画に伴う付加的なトレーニングや
試合の負荷はきちんとモニタリングさ
れ、個々の選手のニーズに応じて処方
される。これらのセッションは伝統的
な性質のものであることが多く、例え
ば、間欠的なインターバルランニング
などが行なわれる。同様の個人的な身
体向上計画を与えられ、同様の生理学
的プロフィールを有する選手は、同一
セッションにまとめることが可能であ
る。なぜなら、そのようにすることに
よってコーチは拮抗する彼らの平衡を
保つことが可能になり、生理学的成果
のばらつきを減らすことができると考
えられるからである（1）。

計画とピリオダイゼーション
　身体育成の枠組みにおける最終段階
は、選手のトレーニングプログラムの

「計画とピリオダイゼーション」であ
る。この段階で重要なことは、選手が
うまく適応して、オーバー／アンダー
トレーニングに陥っていないか、プロ
グラムの内容をモニタリングし、期分
けすることである。つまり、選手が至
適成長を続けられるように、至適負荷
を課すことである。セッションごとに
作業負荷をモニタリングし、トレーニ
ングへの準備状態を知るために、処方
された作業負荷に対する選手の反応を
確認する。そのために、客観的尺度と
主観的尺度の両方を利用する。グロー
バル・ポジショニング・システム（GPS）
を利用して（測定誤差がない）、1 分当
たりの走行距離と高速ランニングのパ
ラメータなどを測定し、U 16 以上では
定期的に、それ以下の年齢層ではタイ
ミングをみて、選手に課された外的負



35Ｃ National Strength and Conditioning Association Japan

荷を評価する。同時に、心拍数とセッ
ションの主観的運動強度も測定して、
外的刺激に起因する内的負荷を見極め
る。セッションの持続時間と主観的運
動強度はすべての年齢層について測定
する。また、U 16 よりも上のチームで
は、3 週間の高負荷と 1 週間の低負荷
のパターンを利用する。通常のトレー
ニング週にはサッカーのコンディショ
ニング日を 1 日設け、一時的なトレー
ニング変数を操作して過負荷を与え、
プラスの適応を誘発することを目指
す。その他のトレーニング日は主に技
術と戦術の向上にあてられ、ゲームの
前後 1 日はテーパリングを行なう。

身体育成の枠組みを個々の選手に
適用する
成熟
　身体育成の枠組みの各段階は暦年
齢 と 関 連 し て い る が（U 9 かU 12 か
U 17 かなど）、各選手の成熟度も考慮
することが重要である。若い選手の
身体能力は成熟状態によって異なる

（21）。そのため、成熟度を評価するこ
とが必要であり、プログラムもそれに
合わせて調整する必要がある。これは
スポーツ医科学部門において不可欠
の、そして絶えず進化し続けている
領域である。生物学的な成熟は、体重

（kg）、身長（cm）、親の身長（cm）をKR
法（Khamis-Roche method）と 呼 ば れ
る回帰方程式（17）に代入して、非侵襲
的に評価する。両親の身長は選手の実
の両親から聞き取るが、成人は自分の
身長を過大評価する傾向があるため

（10）、1,000 名以上の成人の実際に測
定した身長と自己報告された身長から
得た計算式を利用して、自己報告によ
る身長を調整している（10）。
　推定される生物学的成熟状態は、予
測される成人後の身長に対して測定時

の身長が占める割合を用いてZスコア
によって表す。男子の場合、予測され
る成人後の身長の 89％以下であれば
思春期の成長スパート期前とみなし、
89 ～ 95％であれば成長スパート期の
最中、95％以上であれば成長スパート
期後とみなす。例えば、若年サッカー
選手が成長スパート期前ということ
は、成長スパート期後のより成熟した
選手と比べると、ストレングストレー
ニングに十分に適応する生理学的能
力を有していないということである

（21）。しかし、動作能力を発達させる
ことは可能であり、主に神経系のメカ
ニズムを介して力発揮能力を獲得する
ことはできると考えられる（20）。成熟
の初期段階では最大筋力を向上させ
ることよりも、エクササイズの動作ス
キルを習得することが重要である。逆
に、生物学的な成熟度の高い選手は、
アスリート育成プログラムにおいて積
極的に漸進させるとよい。成人後の身
長の 92％近くに達している選手は、身
長の最大成長速度の段階にあるとも考
えられる（7）。各選手を評価した後は、
S&Cコーチと理学療法士が選手をモ
ニタリングして、思春期のぎこちなさ
をうまく乗り越えられるように導くと
よい。ぎこちなさがみられる選手に対
してはフィールドでの作業負荷を減ら
し、修正エクササイズとコーディネー
ションエクササイズを増やすとよい。

自己啓発と心理学
　世界レベルのサッカー選手における
育成の一環として、我々は彼らを人間
としてできる限り成長させることを目
指している。Eubank（11）が示すよう
に、高水準の競技は厳しく不確実で挑
戦的な現実を本質的に含んでおり、達
成や成果、成功を目指して専念するこ
とが要求される。この挑戦的現実は選

手を競技への過度の集中にいざない、
アイデンティティの幅を狭めて「普通
の生活」とみなされる競技以外の分野
の成長を損なって（9）、「閉鎖的アイデ
ンティティ（foreclosed identities）」を
生む可能性がある（22）。すなわち、競
技での役割に同一しすぎるあまり、精
神的および社会的発達が損なわれ、自
分自身の幸福を見失ってしまう（2,23）。
　アカデミーでは、幅広い領域をカ
バーするように選手育成プログラム
が機会を捉えて実施されている。例え
ば、自己啓発（学習スタイルや性格タ
イプなど）、パフォーマンス心理学（プ
レッシャー下でのパフォーマンスや呼
吸テクニックなど）、生活スキル（金銭
管理や料理スキルなど）、精神的ケア

（幸福と福祉、引退後の生活）などが含
まれる。問題は、これらすべてを身体
育成の枠組みに組み込む方法である。
選手育成プログラムの狙いは、エリー
ト選手を育てる過程で、U 9 ～ U 23 か
らファーストチームに入るまで切れ目
のない継続的サポートと学習機会を提
供することである。また、スポーツ界
との関係にかかわりなく、経験する可
能性のある多様なキャリア転身を支え
る。このようなサポートは拡大され続
けており、選手とコーチのニーズを網
羅することを目指している（過去 20 年
間のクラブにおける継続的フィード
バックと研究がその証拠である）。キャ
リア転身は単独で発生する出来事では
なく、キャリア・ライフの全体的視点
から捉えるべきであると我々は考える

（30）。
　このような貢献は、コーチング、ス
ポーツ科学、医学、教育、福祉の積極的
な提携を通じて、クラブの総力を挙げ
て達成されるべきものである。目的は、
関係者全員に、選手として、また人間
として能力を開花させることである。
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すなわち、エリートサッカーが課す要
求のみならず、人間としての満足と未
来の願いを結び付けて、うまく管理で
きるように努力し続ける人間を育てる
ことである（18）。 

スポーツ医科学部門の構造とスタッフ
　効果的なユース育成プログラムを開
発する基礎は、プログラムの構造と適
用方法である。しかし、最終的な成功
はそのプログラムの提供方法に依存す
るため、ここでもカギを握るのはコー
チの役割である。Bergeronら（4）が、
ユースアスリートの育成についてIOC
の合意声明で述べたように、「競技シス
テムがパフォーマンスを至適化する機
会を提供しうるか否か、また、それに
応じた人間的成長を実現するか否かの
カギを握るのはユース選手のコーチで
ある」。そして「選手の能力、自信、繋が
り、特性を効果的に育むには、コーチ
が職業、対人関係、および人間の心理
に関する知識を有しておかなければな
らない」（4）。有資格の専門職によって
提供される、競技能力の育成を目指し
て長期的な視野で作成された体系的に
漸進する育成プログラムは、トレーニ
ング変数をより効果的に制御し、オー
バートレーニングのリスクを下げ、生
理学とパフォーマンスにおける総合的
な適応を向上させる（13）。したがって、
アスリートの育成においては、有能で、
臨機応変に対処できる有資格のスタッ
フが担当することが不可欠である。そ
してプログラムをうまく適用するに
は、高いスキルと資格を有する専門職
集団を育成することが重要である。
　高水準の競技の世界においては、責
任者はいかなる資格と経験を有する
べきかが議論され続けている。本稿の
筆頭筆者はスポーツ医科学部門の責
任者であるが、選ばれた一番の理由は

ユースアスリートを指導した経験の
豊かさである。「資格」の観点からいう
と、S&Cの修士号を有しており、英国
ストレングス＆コンディショニング協
会（UKSCA）と英国スポーツ運動学会

（BASES）の両方の認定を受けている。
また、アカデミーのプログラムを提供
する常勤のS&Cコーチは大勢いるが、
最低でも、スポーツ科学や関連学位を
有しており、UKSCAの認定を受けて
いること、またBASESの認定も得るよ
うに指導される。同様に、アカデミー
には常勤の理学療法士も大勢いるが、
全員が保健医療ケア専門職評議会の登
録者であり、英国理学療法協会の会員
である。栄養士、医師、自己啓発部門
の責任者、心理学者も、それぞれの専
門分野において同等の資格を有してお
り、何よりも、ユース選手を指導した
幅広い経験を有している。
　スポーツ医科学部門のスタッフの知
識、能力、経験の質とレベルは、クラ
ブが若い選手の育成を重視しているこ
との証である。重要なことは、システ
ムの漸進は垂直方向だけでなく、水平
方向にも行なわれねばならないという
ことである。一般的な指導構造に従う
と、コーチは若年層から指導を開始し、
シニアチームへと進んでいく。つまり
残念ながら、質の高いコーチングから
最も得るべきものの多い若年層は、通
常、経験の浅い若いコーチが指導する
ことになる。アカデミーではこれを打
破するために、あらゆるレベルで指導
した経験豊かなコーチを雇い、その
コーチが有するスキルに基づき、総合
的な使命に最良の影響を与えるように
配置する。このようにすれば、水平方
向にも指導を漸進させることができ
る。つまり、「垂直方向に進むだけでな
く、ジュニアチームのシニアコーチに
なること」によって指導を漸進させる

ことが可能になる。具体例を挙げるな
らば、我々の最も経験豊かなS&Cコー
チのひとりは、U 9 ～ U 16 を指導する
最上級コーチのひとりである。これは、
高度な経験を有するコーチが最も若い
年齢層において指導の一角を担うとい
うクラブの哲学を証明する一例にすぎ
ない。

アカデミーにおけるS&Cコーチの
役割
　コーチが効果的に働けるかどうかは
役割の明確さに依存する。そこで、ス
ポーツ医科学部門におけるS&Cの役割
を明確に規定しなければならない。目
下、スポーツ科学やS&Cの分野にかか
わる職位は数多く存在する。例えば、
運動科学者、S&Cコーチ、身体パフォー
マンスコーチ、サッカー・サイエンティ
スト、フィットネスコーチ、フィット
ネス＆コンディショニングコーチ、
サッカーコンディショニングコーチ、
動作スペシャリスト、キャリアパス
ウェイ・サイエンティストなどが挙げ
られるだろう。S&Cコーチについては
その資格を標準化するために役割が規
定されているが、多くの職務が含まれ
ている。これは、ユースアカデミーの
S&Cコーチは万能選手として複数の領
域における能力を有していなければな
らないという我々の考えを反映してい
る。S&Cコーチは多様な環境で指導し、
複数の側面にわたって選手を育成しな
ければならない。スポーツ医科学部門
におけるS&Cコーチの典型的な役割と
して、作業負荷のモニタリング（機器
を利用した客観的測定、主観的運動強
度）、フィールド内外におけるトレーニ
ング内容の計画とピリオダイゼーショ
ン、動作やエクササイズテクニックの
指導、成熟度の評価、トレーニング歴
の評価、身体能力テストの実施などが
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挙げられるが、これだけではない。絶
えず変化する環境への適応性も重要な
スキルであり、環境の変化などの情報
に基づいてトレーニングを修正するこ
とも重要な役割である。さらに、医療
スタッフやコーチングスタッフとの緊
密な協力も欠かせない。
　アカデミーのU 18 とU 23 ではS&C
コーチと選手の比率は 1：9 である。年
齢ではなく、選手のニーズと、選手と
コーチの性格に基づいて選手を割り当
て、選手の育成にとって最良の組み合
わせを心掛ける。それ以下の年齢層で
はコーチに対する選手の比率がやや
高くなり、コーチ 1 名が 1 つの年齢層
の責任をもつ。ただし、育成セッショ
ンでは 2 名以上のS&Cコーチが担当す
る。

アカデミーの卒業：アカデミーから
ファーストチームへ
　プログラムの効果を示すには、クラ
ブのサッカーアカデミーを通じて育
成された優れた選手の情報を与える
べきであろう。以下は、現在のチーム
の卒業生の数である（最年長の卒業生
は 2008 年にファーストチーム入りし
ている）。以下では 3 つの基準に分けて
説明する。すなわち（1）アカデミーの
卒業生であり、現在のファーストチー
ムのレギュラー選手、（2）アカデミーの
卒業生であり、ファーストチームで試
合に出場したことがあるが、現在はエ
リートクラスのチームに期限付きで移
籍中、（3）アカデミーの卒業生であり、
ファーストチームで試合に出場したこ
とがあるが、現在もアカデミーに在籍
する選手の 3 つに分ける。

基準 1
　アカデミーの卒業生であり、現在
ファーストチーム（ 27 名）のレギュ

ラー選手に登録されているのは 6 名で
ある（ファーストチームの 22％）。

基準 2
　アカデミーの卒業生であり、ファー
ストチームで出場経験があるが、現在
は他のエリートクラスのチームに期限
付きで移籍中であるのは 7 名である。
イギリスのサッカーリーグで利用され
ている期限付き移籍のシステムは、若
い選手にシニアサッカーの経験を与え
ることを狙いとして、現在のチームよ
りも下位カテゴリーに所属するチー
ムに期限付きで移籍させるものであ
る。選手に成長の機会を与え、成長し
た選手を元のクラブに再移籍させて、
ファーストチームのレギュラーとして
プレーさせることを目的とする。

基準 3
　ファーストチームで 1 回以上試合に
出場したことがあるが、アカデミーに
再び呼び戻された選手は 7 名である。

現場への応用
　効果的なスポーツ医科学部門を構築
するには、何よりも、科学的根拠と現
在最良の実践を組み合わせるべきであ
る。身体育成の枠組みは、競技とクラ
ブ／スポーツ界のニーズに合わせて調
整するべきである。プログラムは選手
／アスリートの個々のニーズに合わせ
て個別化するべきであり、絶えず変化
する競技環境に適応する柔軟性を有し
ていなければならない。また、エリー
トクラスのユースアカデミーの医科学
部門で働く専門職は、しかるべき学位
を有するだけでなく、各国の運営団体
の認定も得るべきである（UKSCAの認
定や、NSCA認定ストレングス＆コン
ディショニングスペシャリスト、全米
理学療法連盟の認定など）。最後に、エ

リートのユースアカデミーに対してス
ポーツ医科学の及ぼす影響を最大にす
るには、主要な関係者の間で効率のよ
いコミュニケーションが行なわれるこ
とが必要である。したがって、スタッ
フ、コーチ、選手と良い関係を築き、こ
ちらの意図が最大限理解されるように
努力するべきである。

結論
　本稿では、優れた選手を輩出するこ
とで知られる、世界最高クラスのサッ
カーチームのスポーツ医科学部門の目
的、方法、運営に関する情報を提供し
た。
　アカデミーにおけるスポーツ医科学
部門の役割は、高水準のサッカー選手
の育成を様々な面にわたって補完し、
向上させることである。本稿執筆時点
におけるスポーツ医科学部門の目標
は、（a）選手の身体的特質を発達させ、

（b）おそらくは世界最高水準の試合に
出場できるトップレベルの選手になる
ために必要な、トレーニングや試合の
要求に対する「レジリエンス」を育むこ
とである。経験と知識を共有し、S&C
コーチらが自らのシステムを発展させ
ることを祈っている。◆
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